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・
吳
柏
融
「
中
科
院
無
人
機
防
禦
系
統 

展
自
主
防
衛
能
量
」
軍
事
新
聞

通
訊
社
、
2
0
2
5
年
11
月
8
日

・Tsiporah Fried, “
The Im

pact of Drones on the Battlefield: 
Lessons of the Russia-Ukraine W

ar from
 a French Perspective,” 

Hudson Institute, Novem
ber 13.2025

・
程
嘉
文
、
黃
婉
婷
「
徐
巧
芯
：
31
個
無
人
機
部
隊 

戰
鬥
加
給
欠
半
年

未
發
」
聯
合
線
上
公
司
、
2
0
2
6
年
1
月
27
日

・
洪
哲
政
「
國
軍
將
設
無
人
機
訓
練
指
揮
部 

能
解
決
部
署
混
亂
困
境
？
」

聯
合
報
、
2
0
2
6
年
3
月
25
日

・「
台
湾
の
ド
ロ
ー
ン
開
発 

急
ピ
ッ
チ
─
高
い
技
術
力
、
量
産
に
課
題
」

W
IRED

、
2
0
2
5
年
6
月
26
日

・Jonathan Chin, “
Taiw

an joins PIPIR conference in adviser 
capacity,” The Taipei Tim

es, M
arch 22. 2026

・Hong-Lun Tiunn and Fanny Chao, “The Future of Taiwan-US 
Drone Cooperation,” THE DIPLOM

AT, October 01, 2025

・“Taiw
an’

s Thunder Tiger drone added to US Blue UA
S 

Cleared List,” Taiwan News, Septem
ber 22.2025

・
龍
元
秀
明
「
台
湾
ド
ロ
ー
ン
『
日
本
と
組
み
海
外
市
場
開
拓
』　

24
年

発
足
の
業
界
団
体
で
」
日
本
経
済
新
聞

・
劉
朱
松
「
雷
虎
以Blue UAS

認
證
無
人
機
系
統 

搶
進
國
際
軍
用
市

場
」
工
商
時
報
、
2
0
2
6
年
3
月
26
日

・Gabriel Honrada, “
Taiw

an’s drone surge aim
s to offset 

China’
s edge,” Asia Tim

es, August 21. 2025

・Stacie Pettyjohn and M
olly Cam

pbell, “
Hellscape for Taiwan,” 

Center for a New Am
erican Security, February 26. 2026

は
じ
め
に

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
就
任
前
の
2
0
2
5
年
1

月
8
日
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
（
以
下
「
G
L
」）
は

米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
と
中
国
が
取
得
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
購
入
を
検
討

し
て
い
る
が
、
武
力
に
よ
る
併
合
も
否
定
し
て
い
な

い
」
と
発
言
し
、
欧
州
諸
国
は
猛
反
発
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
レ
デ
リ
ク
セ
ン
首
相
は
「
G
L

は
売
り
物
で
は
な
い
。
将
来
に
お
い
て
売
り
に
出
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
も
こ
の
立
場

を
支
持
し
て
い
る
」
と
一
蹴
し
た
  1
。
G
L
自
治
政

府
の
エ
ー
エ
デ
首
相
（
当
時
）
も
同
様
の
発
言
を
し

て
い
る
。

　

大
統
領
発
言
後
の
同
年
3
月
、
バ
ン
ス
副
大
統
領

は
G
L
を
訪
問
し
よ
う
と
し
た
が
反
発
を
受
け
、

G
L
北
西
部
の
米
宇
宙
軍
基
地
の
み
に
入
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
目
立
っ
た
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

水
面
下
で
の
協
議
は
行
わ
れ
て
い
た
。
2
0
2
6

年
6
月
、ル
ビ
オ
国
務
長
官
は「
米
政
府
と
デ
ン
マ
ー

ク
政
府
、
G
L
自
治
政
府
と
の
間
で
協
議
が
進
ん
で

い
る
  2
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ラ
ム
ス
セ
ン
外
相
は
「
2 

0
2
6
年
末
ま
で
に
合
意
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
G
L
の
主
権
に
つ
い
て
は
交
渉
の
対
象
外

で
あ
る
  3
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
家
が
領
域
を
取
得
す
る
た

め
の
国
際
法
上
の
権
原
（
そ
の
行
為
が
で
き
る
法
的

根
拠
や
理
由
）、
G
L
の
歴
史
・
地
形
、
米
国
の
領

土
取
得
の
歴
史
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、

G
L
を
取
得
す
る
場
合
の
法
的
観
点
か
ら
の
案
を
提

示
し
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

1　

領
土
の
取
得

　

伝
統
的
国
際
法
が
認
め
て
き
た
領
域
取
得
の
権
原
  4

に
は
、
割
譲
、
併
合
、
征
服
、
先
占
、
時
効
、
添
付

の
6
つ
が
あ
る
。

　

割
譲
と
併
合
は
、
国
家
間
の
合
意
に
よ
る
領
域
の

取
得
で
あ
り
、
征
服
、
先
占
、
時
効
は
国
家
の
一
方

的
行
為
に
よ
る
領
域
の
取
得
で
あ
る
。
添
付
は
自
然

現
象
に
よ
っ
て
領
域
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴
　
国
家
間
の
合
意
に
よ
る
領
域
の
取
得

　

割
譲
（cession

）
と
併
合
（annexation

）
は
い

ず
れ
も
他
国
と
の
条
約
に
基
づ
い
て
領
域
を
移
転
す

る
こ
と
で
あ
る
。
他
国
領
域
の
一
部
を
移
転
す
る
場

合
を
割
譲
と
い
い
、
他
国
領
域
の
全
部
を
譲
り
受
け

る
場
合
を
併
合
と
い
う
。
両
者
を
あ
わ
せ
て
譲
渡
と

い
う
こ
と
も
あ
る
  5
。

　

な
お
、
割
譲
に
は
、
戦
争
の
結
果
と
し
て
講
和
条

約
を
締
結
し
て
領
土
の
一
部
を
取
得
す
る
戦
時
割
譲

と
、
平
時
に
外
交
交
渉
で
金
銭
支
払
い
等
の
条
件
を

付
し
た
割
譲
条
約
を
締
結
し
て
取
得
す
る
平
時
割
譲

　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
問
題
考

佐
藤　

庫
八　
陸
自
76
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に
区
分
さ
れ
る
  6
。
我
が
国
は
日
清
戦
争
後
に
台
湾

を
、
日
露
戦
争
後
に
南
樺
太
を
取
得
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
戦
時
割
譲
で
あ
る
。

　

割
譲
の
効
果
と
し
て
、
地
域
の
住
民
は
従
来
の
国

籍
を
喪
失
し
て
譲
受
国
の
国
籍
を
取
得
す
る
。
た
だ

し
、
住
民
に
国
籍
選
択
を
認
め
て
譲
渡
国
の
国
籍
を

維
持
す
る
選
択
を
許
す
こ
と
が
あ
る
。

　

併
合
の
場
合
は
、
被
併
合
国
は
国
家
的
存
在
を
失

い
、
そ
の
国
民
は
従
来
の
国
籍
を
喪
失
し
て
併
合
国

の
国
籍
を
取
得
す
る
  7
。

⑵
　
国
家
の
一
方
的
行
為
に
よ
る
領
域
の
取
得

　

征
服
（subjugation

）
と
は
、
国
家
が
実
力
で
相

手
国
を
屈
服
さ
せ
て
そ
の
領
域
全
部
を
取
得
す
る
こ

と
で
あ
る
。
征
服
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
国
家
が

相
手
国
の
領
域
を
併
合
す
る
意
思
を
示
す
こ
と
と
、

実
力
に
よ
る
支
配
が
実
効
的
で
か
つ
確
定
的
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
権
原
は
、
過
去
の
時
代
の
領
域
取

得
の
説
明
に
援
用
で
き
て
も
、
武
力
行
使
の
禁
止
が

確
立
し
た
現
在
で
は
、
こ
れ
は
有
効
な
権
原
と
認
め

ら
れ
て
い
な
い
  8
。

　

先
占
（occupation

）
と
は
、
い
ず
れ
の
国
に
も

属
し
て
い
な
い
地
域
（
無
主
の
地
）
に
国
家
が
支
配

を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
領
域
と
し
て
取
得
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

先
占
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
国
家
が
そ
こ
を
領

有
す
る
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
と
、
そ
の
地
域
を
実

効
的
に
占
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
無
主
の
地

と
は
、
ま
だ
ど
の
国
の
領
有
に
も
属
し
て
い
な
い
土

地
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
原
住
民
が
住
ん
で
い

て
も
先
占
の
対
象
と
な
っ
た
。
過
去
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
が
植
民
地
を
獲
得
し
た
の
は
、
お
も
に
こ
の
権

原
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
  9
。
G
L
も
こ
の
先
占
に

よ
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
が
領
有
し
た
。
我
が
国
の
尖
閣

諸
島
、
竹
島
も
先
占
に
よ
る
取
得
で
あ
る
。

　

時
効
（prescription

）
と
は
、
他
国
に
属
す
る

領
域
に
対
し
て
、
国
家
が
長
期
間
、
平
穏
か
つ
継
続

し
て
支
配
を
行
っ
た
結
果
、
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と

で
あ
る
 10
。

　

時
効
取
得
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
領
有
意
思
と

長
期
間
に
わ
た
る
実
効
的
占
有
と
が
必
要
で
あ
る

が
、
時
効
完
成
の
期
間
を
一
律
に
定
め
る
規
則
が
な

い
こ
と
か
ら
、
領
域
取
得
の
権
原
と
し
て
認
め
な
い

説
も
あ
る
。

⑶
　
自
然
現
象
に
よ
る
領
域
の
取
得

　

添
付
（accretion
）
と
は
、
自
然
現
象
に
よ
っ

て
領
域
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
 11
。

　

こ
れ
は
、
土
砂
の
堆
積
や
領
海
内
の
海
底
の
隆
起

な
ど
の
自
然
的
な
原
因
に
よ
っ
て
増
大
し
た
領
域
の

取
得
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

2　

G
L
の
歴
史
・
地
形

　

G
L
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
部
を
な
す
世
界
最
大
の

島
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
北
極
圏
内
に
位
置
し
て
い

る
。
島
の
最
大
の
長
さ
は
約
2
6
5
5
㎞
、
幅
約
1 

2
8
0
㎞
で
、面
積
は
約
2
1
7
万
5
6
0
0
㎢（
日

本
の
約
6
倍
）で
あ
る
。人
口
は
5
万
6
5
4
2
人（
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
統
計
局
2
0
2
5
年
1
月
）、
在
留

邦
人
5
名
（
外
務
省
海
外
在
留
邦
人
調
査
統
計
2 

0 

2 

5
年
10
月
）。
首
都
は
ヌ
ー
ク
。
以
下
、
G
L
の
歴

史
・
地
形
の
概
要
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

⑴
　
歴
史

① 

草
創
期

・
G
L
に
初
め
て
居
住
し
た
住
民
は
、
8
世
紀
頃
カ

ナ
ダ
海
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
エ
ス
キ
モ
ー
で
あ
る
。

・
G
L
に
上
陸
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ノ
ル

マ
ン
人
の
赤
毛
の
エ
ー
リ
ッ
ク
（
英
語
名
：Eric 

the Red

）
で
あ
る
。
彼
は
9
8
2
年
か
ら
3
年
間

過
ご
し
た
後
、
い
っ
た
ん
帰
国
し
、
同
島
を
〝
緑
の

島
〟
と
呼
ん
で
入
植
者
を
集
め
、
9
8
6
年
に
再
び

訪
れ
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
植
民
の
端
を
開
い
た
。

・
14
世
紀
、
牛
の
飼
育
に
気
候
が
適
さ
な
く
な
り
、

入
植
地
の
人
口
が
減
り
だ
し
15
世
紀
に
は
消
滅
し
た
。

・
G
L
の
再
植
民
は
、
1
7
2
1
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

人
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
ハ
ン
ス
・
エ
ゲ
ー
デ
に

よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
。
彼
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の

援
助
を
受
け
て
エ
ス
キ
モ
ー
に
対
す
る
医
療
、
伝
道

活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
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・
そ
の
後
民
間
企
業
が
G
L
の
貿
易
を
手
が
け
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
1
7
7
4
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
政
府

が
先
住
民
エ
ス
キ
モ
ー
を
援
助
し
、
彼
ら
が
搾
取
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
す
べ
て
政
府
の
独
占
と
し

た
。
こ
の
措
置
は
、
1
9
5
1
年
G
L
が
再
び
デ
ン

マ
ー
ク
の
民
間
企
業
や
移
住
者
に
開
放
さ
れ
る
ま
で

続
け
ら
れ
た
。

・
1
8
1
4
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
同

君
連
合
 12
が
終
わ
っ
た
後
、
G
L
は
デ
ン
マ
ー
ク
に

統
治
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
の
主
権
は
、
1
9
1
6
年
ま
で
は

G
L
の
西
海
岸
だ
け
に
し
か
及
ん
で
い
な
か
っ
た

が
、
21
年
に
は
同
島
全
域
に
拡
大
さ
れ
た
。

・
そ
の
結
果
、
植
民
の
行
わ
れ
て
い
な
い
東
海
岸
地

域
の
狩
猟
、
ア
ザ
ラ
シ
捕
獲
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
の
間
に
紛
争
（
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

事
件
）
が
起
こ
っ
た
が
、
33
年
に
常
設
国
際
司
法
裁

判
所
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
勝
訴
と
な
っ
た
 13
。
そ
の
概

要
は
次
項
の
と
お
り
で
あ
る
。

② 

東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
事
件

　

本
事
件
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
間

で
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
法
的
地
位
が
争
わ
れ
た

事
件
で
あ
る
。
発
端
は
1
9
3
1
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

が
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
先
占
す
る
宣
言
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
に
よ
る
宣
言
は
違
法
か
つ
無
効
で
あ
る
と
主

張
し
て
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
 14
に
提
訴
し
た
。

両
国
の
主
張
及
び
判
決
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
 15
。

・
両
国
の
主
張

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
先
占
は
無
効
で

あ
る
と
し
て
、
次
の
2
点
を
主
張
し
た
。

ⅰ　

デ
ン
マ
ー
ク
が
G
L
に
対
し
て
有
す
る
主
権
は

長
年
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
継
続
的
か
つ
平
和
的
に

行
使
さ
れ
て
き
て
お
り
、
他
国
に
異
議
を
唱
え
ら
れ

た
こ
と
は
な
い
。

ⅱ　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
条
約
そ
の
他
に
よ
り
デ
ン
マ
ー

ク
が
G
L
全
体
に
対
し
て
有
す
る
主
権
を
承
認
し
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
今
に
な
っ
て
こ
れ
を
争
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
1
9
3
1
年

7
月
10
日
に
先
占
し
た
地
域
（Eirik Raudes Land

と
命
名
）
に
対
し
デ
ン
マ
ー
ク
は
い
か
な
る
主
権
も

有
し
て
お
ら
ず
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
よ
る
先
占
の
時
点

で
同
地
は
無
主
地
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
問
題
の
地

域
は
G
L
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
範
囲
の
外
に

あ
り
、
し
た
が
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
主
権
は
及
ば
な

い
と
主
張
し
た
。

・
判
決
の
概
要

　

裁
判
所
は
1
9
3
3
年
4
月
5
日
、「
ノ
ル
ウ
ェ
ー

政
府
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
先
占
の
宣
言
及
び
こ
れ
に

関
し
て
と
ら
れ
た
い
か
な
る
措
置
も
デ
ン
マ
ー
ク
の

法
的
事
態
の
侵
害
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
違
法
か
つ
無
効
で
あ
る
」と
判
決
を
下
し
た
。

そ
の
理
由
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
。

③ 

第
二
次
世
界
大
戦
後

・
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
デ
ン
マ
ー
ク
を
軍
事
占
領
し

て
か
ら
1
年
後
の
1
9
4
1
年
、
G
L
は
暫
定
的
に

米
国
の
保
護
領
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
国
は
G
 

L
に
空
軍
基
地
、
無
電
局
、
気
象
観
測
所
な
ど
を
設

け
る
権
利
を
得
た
。

・
1
9
5
1
年
、
米
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
1
9
4
1

年
の
協
定
を
破
棄
し
、
新
た
に
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
N
A
T
O
）
の
枠
内
で
G
L
を
共
同
防
衛
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
に
従
っ
て
米
国
は

テ
ュ
ー
レ
（
現
ピ
ツ
フ
ィ
ク
宇
宙
軍
基
地
）
に
空
軍

基
地
と
レ
ー
ダ
ー
基
地
を
建
設
し
た
。

・
1
9
5
3
年
デ
ン
マ
ー
ク
の
憲
法
改
正
に
伴
い
、

G
L
は
植
民
地
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
構
成
地

「am
t

（
州
又
は
県
）」
と
な
っ
た
。

・
1
9
7
9
年
自
治
政
府
が
発
足
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
自
治
領
と
な
っ
た
。

・
1
9
5
1
年
の
米
国
と
の
防
衛
協
定
の
修
正
交
渉

に
よ
り
、
2
0
0
4
年
G
L
自
治
政
府
も
米
国
政
府

及
び
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
と
共
に
防
衛
協
定
当
事
者
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
2
0
0
9
年
6
月
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
自
治
政
府

法
が
発
効
し
た
。
こ
の
自
治
権
の
拡
大
に
よ
り
、
デ

ン
マ
ー
ク
政
府
は
G
L
に
お
け
る
司
法
、
警
察
、
鉱
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物
資
源
の
権
限
、
金
融
規
制
、
沿
岸
警
備
等
の
分
野

で
の
権
限
を
自
治
政
府
側
に
移
譲
し
た
。
た
だ
し
、

憲
法
、
国
籍
、
最
高
裁
判
所
、
外
交
・
防
衛
・
安
全

保
障
政
策
、
為
替
・
金
融
政
策
の
権
限
は
移
譲
し
て

い
な
い
。

⑵
　
地
形

　

G
L
は
二
つ
の
自
然
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ

は
内
陸
の
氷
床
地
域
で
G
L
の
5
分
の
4
以
上
を
占

め
、
も
う
一
つ
は
山
岳
の
多
い
海
岸
地
域
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
谷
や
山
地
を
は
る
か
下
に
埋
め
尽
く
し

て
い
る
広
大
な
氷
床
は
、
北
半
球
最
大
の
大
陸
氷
河

で
あ
る
。
こ
れ
は
内
陸
部
で
は
標
高
3
0
0
0
m
以

上
に
達
し
、
厚
さ
は
平
均
1
5
0
0
m
、
最
大
2 
0 

5
0
m
で
、
全
体
的
に
は
ド
ー
ム
状
を
な
し
、
島
の

中
心
部
の
や
や
東
寄
り
で
高
く
、
海
岸
に
近
づ
く
と

低
く
な
っ
て
い
る
。

　

海
岸
部
に
近
く
な
る
と
氷
は
谷
の
中
に
集
ま
り
、

速
度
を
増
し
て
氷
河
と
な
っ
て
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
（
峡

湾
）
に
流
れ
込
む
。
こ
こ
で
氷
河
の
一
部
は
溶
け
、

一
部
は
割
れ
て
氷
山
と
な
る
。
1
9
3
0
年
頃
か
ら

氷
河
の
移
動
速
度
が
増
し
て
お
り
、
こ
の
原
因
は
気

候
変
動
に
よ
る
北
大
西
洋
の
水
温
や
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
気
温
の
上
昇
に
よ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
て

い
る
。

　

海
岸
部
で
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
深
く
刻
ま
れ
て
、
そ

の
全
長
は
約
4
万
㎞
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な

フ
ィ
ヨ
ル
ド
は
西
海
岸
に
多
い
 16
。

　

G
L
は
、
北
極
海
か
ら
大
西
洋
へ
の
出
口
の
一
部

を
塞
ぐ
よ
う
に
横
た
わ
る
大
き
な
島
嶼
で
あ
り
、
太

平
洋
と
大
西
洋
を
繋
ぐ
北
極
海
の
要
衝
で
あ
る
。
近

年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
氷
床
が
融
解
す
る
夏

場
に
向
け
て
北
極
航
路
を
啓
開
す
る
状
況
が
整
い
つ

つ
あ
る
。

3　

米
国
の
領
土
取
得
の
歴
史

　

米
国
は
今
年
建
国
2
5
0
年
を
迎
え
た
。
そ
の
歩

み
は
領
土
拡
張
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
領
土
拡
張
に

関
す
る
研
究
者
に
よ
る
と
「
米
国
が
獲
得
を
検
討
し

な
が
ら
も
断
念
し
た
土
地
は
カ
ナ
ダ
や
エ
ク
ア
ド
ル

な
ど
少
な
く
と
も
40
か
国
に
ま
た
が
る
 17
」
と
述
べ

て
い
る
。
以
下
、
領
土
取
得
の
歴
史
と
取
得
を
目
指

し
て
い
る
G
L
の
重
要
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

⑴
　
領
土
取
得
の
歴
史

① 

米
国
本
土

　

1
7
7
6
年
の
独
立
宣
言
後
、
東
部
13
州
か
ら
西

へ
、
西
へ
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
、
1
8
9
0

年
に
は
太
平
洋
に
到
達
し
、
現
在
の
米
本
土
と
な
っ

た
。
こ
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
メ

キ
シ
コ
が
領
有
し
て
い
た
土
地
を
交
渉
や
戦
争
で
獲

得
し
て
い
っ
た
。
法
的
に
は
割
譲
と
無
主
地
と
し
て

獲
得
し
た
。

　
「
も
し
太
平
洋
が
陸
地
だ
っ
た
ら
、
米
国
は
ひ
た
す

ら
（
西
へ
）
進
み
続
け
て
い
た
だ
ろ
う
ね
 18
」
と
シ

カ
ゴ
大
学
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
教
授
は
述
べ

て
い
る
。

② 

米
国
本
土
以
外
（
G
L
を
除
く
）

・
1
8
6
7
年
3
月
30
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
7 

2

0
万
㌦
で
ア
ラ
ス
カ
を
購
入
（
平
時
割
譲
）
し
た
。

同
地
は
、
1
9
1
2
年
5
月
ア
メ
リ
カ
の
準
州
に
、

1
9
5
9
年
1
月
に
州
と
な
っ
た
。

・
1
8
6
7
年
8
月
28
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
を

無
主
地
と
し
て
先
占
し
た
。
米
海
軍
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

レ
イ
ノ
ル
ズ
艦
長
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
領
有
を
宣

言
、ア
メ
リ
カ
初
の
海
外
に
お
け
る
先
占
で
あ
っ
た
。

・
米
西
戦
争
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
1
8
9
8
年

2
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
、
同
年
6
月
に
グ
ア
ム
を
戦

時
割
譲
し
た
。

・
1
8
9
3
年
ハ
ワ
イ
へ
移
住
し
た
ア
メ
リ
カ
人
は

ハ
ワ
イ
王
国
を
倒
し
て
ハ
ワ
イ
共
和
国
を
樹
立
、

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
大
統
領
の
帝
国
主
義
膨
張
政
策
の
も

と
1
8
9
8
年
ハ
ワ
イ
を
併
合
し
た
。
そ
の
後
、
ア

メ
リ
カ
の
準
州
と
し
、
1
9
5
9
年
1
月
に
は
ア
メ

リ
カ
50
番
目
の
州
と
し
た
。

・
1
9
1
7
年
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
2
5
0
0
万
㌦
で

バ
ー
ジ
ン
諸
島
を
購
入
（
平
時
割
譲
）
し
た
。

③ 

G
L

　

G
L
の
領
有
意
図
に
つ
い
て
は
今
回
の
ト
ラ
ン
プ

発
言
が
初
め
て
で
は
な
い
。
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・
1
8
6
7
年
に
ロ
シ
ア
か
ら
ア
ラ
ス
カ
を
購
入
し

た
際
、
A
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
、
U
・
ス
ワ
ー
ド

国
務
長
官
は
、
次
の
購
入
先
と
し
て
G
L
を
検
討
し

て
い
た
。

・
1
9
4
1
年
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ベ
ル
ギ
ー
を

占
領
し
た
際
、
G
L
を
保
護
領
と
し
た
。

・
1
9
4
6
年
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
デ
ン
マ
ー
ク
に

対
し
1
億
ド
ル
相
当
の
額
で
購
入
を
打
診
し
て
い
た
。

・
2
0
1
9
年
8
月
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
第
1
期
）

は
G
L
の
購
入
に
つ
い
て
興
味
深
い
と
発
言
し
て
い

た
。
同
大
統
領
は
、
2
期
目
の
就
任
後
継
続
的
に
領

有
意
図
を
発
信
し
て
い
る
。

⑵
　
G
L
の
戦
略
的
重
要
性

　

佐
野
利
男
・
元
駐
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
大
使
の
分
析

に
よ
れ
ば
、
G
L
は
米
国
の
視
点
か
ら
見
て
過
去
3

回
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
 19
。

　

第
一
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
対
独
戦
略
と
し

て
、
第
二
に
米
ソ
冷
戦
時
に
お
い
て
、
第
三
に
冷
戦

後
中
国
の
北
極
海
へ
の
関
心
及
び
ロ
シ
ア
の
極
地
の

軍
事
化
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。

① 

対
独
戦
略

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
仮
に
G
L
に
軍
事
基
地
を
建

設
す
れ
ば
、
英
加
両
国
の
航
行
路
が
脅
か
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
が
直

接
空
爆
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ツ
が
G
L
に
建
設
中
で

あ
っ
た
気
象
観
測
所
を
破
壊
し
、
そ
れ
以
降
G
L
を

事
実
上
保
護
領
化
し
、
米
軍
基
地
を
設
け
た
。

② 

冷
戦
間

　

冷
戦
期
間
中
、
G
L
は
対
ソ
戦
略
上
の
前
哨
基
地

と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
。
G
L
の
北
西
部
の

テ
ュ
ー
レ
空
軍
基
地
（
現
ピ
ッ
ツ
フ
ィ
ッ
ク
宇
宙
軍

基
地
）
は
、
地
理
的
に
ソ
連
に
対
す
る
最
短
経
路
に

位
置
し
、
対
ソ
連
爆
撃
機
の
発
進
地
及
び
ロ
シ
ア
の

北
米
大
陸
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
ソ
連
爆
撃
機
の
迎

撃
基
地
と
し
て
、
ま
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
早
期
警
戒

レ
ー
ダ
ー
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
現
在
、
同
基
地
は
G
L
に
お
け
る
唯
一
の
米
軍

基
地
で
あ
り
、
唯
一
の
海
外
宇
宙
軍
基
地
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

③ 
中
露
と
の
関
係

　

21
世
紀
に
入
り
、
主
な
脅
威
は
極
地
の
軍
事
化
を

進
め
る
ロ
シ
ア
と
北
極
海
に
関
心
を
強
め
る
中
国
に

な
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
は
北
極
圏
に
新
た
な
空
軍
基
地
を
設
け
て

お
り
、
こ
れ
へ
の
対
応
上
ピ
ッ
ツ
フ
ィ
ッ
ク
宇
宙
軍

基
地
は
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
戦
略
的
重
要
性
を
高
め

て
い
る
。

　

中
国
は
地
球
温
暖
化
で
航
行
可
能
と
な
っ
た
北
極

海
沿
岸
に
関
与
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
G
L
に
存

す
る
潤
沢
な
地
下
資
源
（
レ
ア
ア
ー
ス
、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
）
開
発
や
海
底
の
石
油
天
然
ガ
ス
に

限
ら
ず
、
こ
の
地
理
的
戦
略
性
に
富
む
島
に
政
治
的

関
与
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
未
開
発
の
氷
の
島
で
あ
っ
た
G
L
は
、
第

2
次
世
界
大
戦
以
降
そ
の
地
理
的
特
性
か
ら
重
要
性

が
増
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

4　

領
土
取
得
協
議
案
の
検
討

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
間
で
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
既
述
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
外

相
の
言
に
よ
る
と
2
0
2
6
年
末
を
合
意
目
標
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
協
議
内
容
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、「
G
L
が
中
露
に
取
ら
れ
る
」
と
い
う
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
言
を
裏
づ
け
る
事
実
あ
る
い
は
意

図
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
領
土
取
得
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
を
踏
ま

え
て
協
議
さ
れ
得
る
白
紙
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ⅰ　

G
L
の
全
部
の
平
時
割
譲
又
は
併
合

ⅱ　

G
L
の
一
部
の
平
時
割
譲

ⅲ　

G
L
の
戦
時
割
譲

ⅳ　

米
軍
基
地
用
地
の
取
得

⑴
　
G
L
の
全
部
の
平
時
割
譲
又
は
併
合
案

　

米
国
の
安
全
保
障
及
び
ロ
シ
ア
・
中
国
に
よ
る

G
L
取
得
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
地
下
資

源
の
開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
案
で
あ
る
。
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こ
の
案
に
つ
い
て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
G
L
自

治
政
府
の
両
首
相
と
も「
G
L
は
売
り
物
で
は
な
い
、

将
来
に
お
い
て
売
り
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
」
と

述
べ
て
お
り
、
交
渉
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
ま
た
、
G
L
自
治
政
府
は
将
来
デ
ン
マ
ー
ク
か

ら
の
独
立
を
目
指
し
て
お
り
、
現
時
点
で
約
85
％
の

住
民
（
大
半
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
）
が
米
国
の
領
有
に
対

し
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
 20
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
G
L
の
全
部
を
併
合
し
、
同

島
全
域
に
主
権
を
行
使
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
G
L

に
主
権
を
行
使
す
る
と
は
、
米
国
本
土
の
安
全
保
障

に
寄
与
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
で
は
な
い
。
同
島
に

居
住
す
る
住
民
を
統
治
し
、
G
L
を
継
続
的
か
つ
平

和
的
に
統
治
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
G
L
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
急
激
な
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
氷
床
、
氷
河
が
融
解
し
て
世

界
中
の
海
面
が
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
大
統
領

は
着
任
早
々
パ
リ
協
定
か
ら
脱
退
す
る
な
ど
環
境
問

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
あ
り
、
関
り
の

な
い
こ
と
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

米
国
は
、
そ
の
統
治
責
任
を
果
た
す
意
思
、
覚
悟

は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
案
で
合
意
を
得
る
こ
と
は
厳
し
い
と
思
う
。

⑵
　
G
L
の
一
部
の
平
時
割
譲
案

　

米
国
の
み
で
は
な
く
欧
州
を
含
め
た
安
全
保
障
上

必
要
と
す
る
地
域
に
限
定
し
て
購
入
し
取
得
す
る
案

で
あ
る
。

　

⑴
と
同
じ
く
デ
ン
マ
ー
ク
首
相
等
の
売
り
物
で
は

な
い
と
い
う
観
点
か
ら
は
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
G
L
の
現
状
を
み
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び

G
L
自
治
政
府
と
も
全
島
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
開
発
能
力
に
限
界
が
あ
り
、
住
民

の
居
住
地
域
を
除
い
て
は
不
毛
の
地
と
い
え
る
。
米

国
の
領
有
の
意
図
が
米
国
の
み
な
ら
ず
欧
州
を
含
め

て
G
L
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
も
有
意
義
で
あ
り
、

G
L
の
主
権
は
担
保
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
理
解

を
得
ら
れ
れ
ば
合
意
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
。
割

譲
地
域
は
、
米
国
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
米
軍

の
展
開
に
必
要
な
地
域
と
し
、
複
数
地
域
を
提
案
す

る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
案
は
、
⑴
の
よ
う
に
地
下
資
源
の
開
発
等
を
含

め
て
交
渉
す
る
の
で
は
な
く
、
欧
米
の
安
全
保
障
を

達
成
す
る
目
的
に
限
定
し
て
交
渉
し
、
合
意
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
交
渉
次
第
で
は
合
意
さ
れ
る
可
能

性
は
あ
る
と
思
う
。

⑶
　
G
L
の
戦
時
割
譲
案

　

⑴
の
協
議
が
妥
結
し
な
い
場
合
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
に
よ
っ
て
取
得
す
る
案
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
武
力
行
使
に
よ
る
取
得
も

い
と
わ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
イ
ラ
ン
と
の

抗
争
を
み
る
と
、
目
的
達
成
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る

手
段
が
用
い
ら
れ
る
。
武
力
の
行
使
は
そ
の
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
案
は
、
国
連
加
盟
国
、
N
A
T
O

加
盟
国
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

国
連
を
主
導
し
て
設
立
し
た
ア
メ
リ
カ
が
、
自
ら
国

連
憲
章
に
違
反
し
て
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
求

め
る
こ
と
な
く
、
武
力
を
行
使
し
て
領
土
を
獲
得
す

る
な
ど
国
連
加
盟
国
は
容
認
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
国

連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
と
し
て
も
許
さ
れ
な
い
行

動
で
あ
る
。

　

ま
た
、
N
A
T
O
条
約
は
、
加
盟
国
の
一
つ
又
は

二
つ
の
国
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
共
同
し
て
対
処

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
第
5
条
）。
条
約
で
は

加
盟
国
間
の
武
力
紛
争
は
想
定
し
て
い
な
い
事
態
で

あ
り
、
N
A
T
O
は
瓦
解
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

仮
に
、
武
力
行
使
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て

G
L
を
戦
時
割
譲
し
た
と
し
て
も
、
米
国
の
統
治
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
と
は
想
定
し
難
い
。
こ
の
案
は
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

⑷
　
米
軍
基
地
用
地
の
取
得
案

　

現
在
デ
ン
マ
ー
ク
と
締
結
し
て
い
る
防
衛
協
定
を

改
定
し
て
米
軍
基
地
用
地
を
取
得
す
る
案
で
あ
る
。

　

欧
米
の
安
全
保
障
及
び
中
露
に
よ
る
G
L
の
取
得

を
阻
止
す
る
た
め
に
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
必
要
な

地
域
を
検
討
し
、
米
軍
に
提
供
で
き
る
用
地
に
つ
い

て
合
意
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
米
軍
基
地
は
複
数
設
置
さ
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れ
て
い
た
。
米
軍
は
、
過
去
の
基
地
を
含
め
て
展
開

予
定
地
域
の
検
討
を
始
め
て
い
る
も
の
と
思
う
。

　

併
せ
て
用
地
の
提
供
、
基
地
の
管
理
運
営
等
を
適

切
に
行
う
た
め
の
米
軍
の
地
位
に
関
す
る
協
定
案
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
締
結
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
G
L
自
治
政
府
の
主

権
は
保
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
全
部
・
一
部
割
譲
、
併
合
又

は
武
力
の
行
使
に
は
多
額
の
購
入
費
、
戦
費
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
の
案
は
基
地
の
建
設
、
維
持
費
の
み

で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
費
用
対
効
果
か
ら
も

有
益
で
あ
ろ
う
。
強
大
な
武
力
を
背
景
に
威
嚇
的
な

協
議
で
は
な
く
、
主
権
国
家
の
平
等
な
立
場
に
た
っ

て
相
互
に
利
益
が
あ
る
合
意
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

3
箇
所
の
米
軍
基
地
の
取
得
案
に
つ
い
て
報
道
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
案
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

最
後
に

　

G
L
の
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

G
L
自
治
政
府
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
独
立
を
望

ん
で
お
り
、
独
立
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
デ
ン
マ
ー

ク
か
ら
の
経
済
的
自
立
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
独

立
し
た
場
合
の
G
L
の
安
全
保
障
、
国
際
政
治
上
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
G
L
の
自
治
権
に
関
し

て
は
憲
法
、
外
交
・
安
全
保
障
、
金
融
等
に
つ
い
て

移
譲
す
る
意
思
は
な
く
、
当
面
独
立
を
容
認
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

米
国
の
強
圧
に
対
し
て
は
一
致
し
た
対
応
を
と
っ

て
い
る
が
、
国
内
問
題
の
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
政
治
の
現
実
を
み
る
と
、
米
中
・
米

露
対
立
の
中
、
G
L
の
戦
略
的
重
要
性
の
故
に
、
米

欧
の
安
全
保
障
が
G
L
の
将
来
に
重
要
な
影
響
を
与

え
て
く
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
G
L
の
将
来
は
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
に

も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
わ
が
国
で

は
G
L
問
題
は
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
今
後
と
も
、
米
国
政
府
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
、

G
L
自
治
政
府
間
の
交
渉
の
行
方
を
見
守
り
た
い
。

追
記

　

2
0
2
6
年
9
月
22
日
、
米
国
政
府
と
デ
ン
マ
ー

ク
政
府
、
G
L
自
治
政
府
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
防
衛

に
関
す
る
協
定
に
署
名
し
た
。

　

米
軍
は
2
つ
の
軍
事
拠
点
を
設
け
る
こ
と
に
な

り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
意
欲
を
示
し
て
い
た
G
L

の
領
有
は
見
送
ら
れ
た
（
産
経
新
聞
9
月
23
日
）。

　

協
定
の
詳
細
は
別
稿
で
紹
介
し
た
い
。

【
脚
注
】

1 「
ト
ラ
ン
プ
氏
獲
得
に
圧
力　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
パ
ナ
マ
運
河
」

産
経
新
聞
、
2
0
2
5
年
1
月
10
日

2 

「
ト
ラ
ン
プ
氏　

7
月
の
N
A
T
O
首
脳
会
議
出
席
へ
」
産
経
新

聞
、
2
0
2
6
年
6
月
4
日

3 

日
経
電
子
版
（2026.6.27

）
デ
ン
マ
ー
ク
紙
ポ
リ
テ
ィ
ン
掲
載

4 

領
域
権
原
と
は
、
一
定
の
地
域
に
つ
い
て
領
土
主
権
を
有
効
に

設
定
し
行
使
す
る
た
め
の
原
因
又
は
根
拠
と
な
り
得
る
事
実
を
い

う
。
山
本
草
二
『
国
際
法
（
新
版
）』
有
斐
閣
2
7
8
頁

5 

香
西
茂
他
3
名
『
国
際
法
概
説
（
第
3
版
改
訂
）』
有
斐
閣
双
書

1
3
3
〜
1
3
4
頁

6 

高
井
晋
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
問
題
再
考
」
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
第
15
巻
2
号
1
1
8
頁

7 

香
西
茂
等
前
掲
書
1
3
4
頁

8 

前
掲
書
1
3
4
頁

9 

前
掲
書
1
3
4
頁

10 

前
掲
書
1
3
5
頁

11 

前
掲
書
1
3
5
頁

12 

同
君
連
合
と
は
複
数
の
君
主
国
の
君
主
が
同
一
人
物
で
あ
る
状

態
・
体
制
の
こ
と
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
は

1
5
2
3
年
か
ら
1
8
1
4
年
ま
で
同
君
連
合
（
オ
ン
デ
ン
ブ
ル

グ
朝
）
で
あ
っ
た
。

13 

ブ
リ
タ
ニ
ア
国
際
大
百
科
事
典
5
（
1
9
9
6
年
3
版
4
刷
）

㈱
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ　
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」
6 

94
頁

14 

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
国
際
連
盟
規
約
第
14
条
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
た
国
際
司
法
裁
判
所
、
1
9
4
6
年
4
月
国
際
連
盟
と

と
も
に
消
滅
し
た
。

15 

佐
々
木
浩
子
「
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
事
件
（
デ
ン
マ
ー
ク
対

ノ
ル
ウ
ェ
ー
）」
島
嶼
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
4
巻
2
号
（
2
0
1
5
年
3

月
）
1
2
8
〜
1
2
9
頁

16 

ブ
リ
タ
ニ
ア
国
際
大
百
科
事
典
6
9
3
頁

17
「
米
、領
土
拡
張
は
『
本
能
』」
産
経
新
聞
、令
和
8
年
7
月
5
日
、

一
面

18 

前
掲
産
経
新
聞
三
面

19 

佐
野
利
男
「
戦
略
的
な
価
値
を
高
め
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
将

来
―
独
立
か
併
合
か
自
由
連
合
か
」
一
般
社
団
法
人
霞
関
会
・
論

壇
4
〜
6
頁
、
2
0
2
5
年
7
月
25
日
公
開

20 

佐
野
前
掲
書
7
頁
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